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事
例
紹
介
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産
学
官
民
連
携
の
美
作
大
学
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
～
教
員
・
学
生
も
参
画
し
売
れ
る
商
品
開
発
を

　
　
　
作
州
津
山
の
地
で
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
　
泰
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
や
ま
新
産
業
開
発
推
進
機
構
・
津
山
市
産
業
経
済
部
商
工
観
光
課
工
業
振
興
係
主
任
）

美
作
大
学
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
の
概
要

　
岡
山
県
津
山
市
は
中
国
山
地
の
麓
に
広
が
る
県
北
部
に
位
置
し
、

平
成
一
七
年
二
月
の
合
併
に
伴
い
人
口
約
二
万
人
。
春
は
津
山
城

跡
「
鶴
山
公
園
」
の
桜
が
咲
き
乱
れ
る
城
下
町
で
あ
る
。
津
山
市
に

立
地
す
る
「
美
作
大
学
」
は
津
山
地
域
唯
一
の
四
年
制
大
学
で
あ
り

昭
和
四
二
年
に
創
設
（
当
時
は
「
美
作
女
子
大
学
」
、
平
成
一
五
年
よ

り
男
女
共
学
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
八
年
四
月
、
県
北
津
山
地
域
の
産
業
活
性
化
を
目
的
に
市
、

会
議
所
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
つ
や
ま
新
産
業
開
発
推
進
機
構
」
（
以

下
「
機
構
」
）
は
当
初
か
ら
産
業
振
興
の
戦
略
に
産
学
官
連
携
を
中
心

に
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
当
時
、
産
学
連
携
と
い
え
ば
「
学
」
の
高
度
な
技
術
シ
ー
ズ
を

「
産
が
商
品
化
、
事
業
化
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
、
大
き
な
「
学
」

と
大
き
な
「
産
」
が
同
居
す
る
大
都
市
の
み
に
当
て
は
ま
る
言
葉
で

も
あ
っ
た
Q

　
し
か
し
、
機
構
は
地
域
と
し
て
優
位
に
展
開
で
き
る
産
学
官
連
携

を
目
指
す
こ
と
と
し
、
津
山
地
域
の
二
ー
ズ
や
地
域
の
持
つ
問
題
点

の
中
か
ら
産
学
官
で
取
り
組
め
る
テ
ー
マ
や
地
域
の
産
業
の
特
色
を

産
学
官
で
さ
ら
に
強
化
、
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
の
産
業
活
性
化
を

図
る
べ
く
、
市
内
唯
一
の
大
学
で
あ
る
美
作
大
学
ヘ
プ
ラ
ザ
設
立
を

働
き
か
け
た
（
図
1
参
照
）
。

　
こ
れ
に
美
作
大
学
が
応
え
る
形
で
平
成
一
一
年
七
月
に
「
美
作
女
子
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力
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発
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開
共

剛
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灘

　
　
　
情
技

畜

美作大学ほか

企業

槌
廿
桝
学

大学の知名度向上
商品開発への参画
研究への発展

大
学
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
」
（
平
成
一
五
年
度
よ
り
「
美
作
大
学
技
術
交

流
プ
ラ
ザ
」
）
が
発
足
。
同
プ
ラ
ザ
で
は
テ
ー
マ
ご
と
に
分
科
会
を
設

置
、
美
作
大
学
の
教
員
や
学
生
、
企
業
、
行
政
、
関
連
す
る
団
体
（
介

護
施
設
、
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
、
農
畜
産
業
者
な
ど
）
な
ど
が
参
画
し
、

こ
れ
ま
で
に
開
発
商
品
三
五
点
、
平
成
一
七
年
度
の
売
上
約
丁
四
億

円
な
ど
の
目
に
見
え
る
成
果
と
と
も
に
、
新
聞
、
T
V
等
の
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
方
に
お
け
る
産
学
官
連
携
の
成
功

例
と
し
て
、
企
業
の
み
な
ら
ず
美
作
大
学
及
び
津
山
市
の
P
R
に
も

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
（
U
R
L
　
茎
夏
蓄
類
類
旨
冒
器
鋳
き
o
目
b
。

二
　
各
分
科
会
の
紹
介

（
『
）
食
晶
分
科
会

　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　

　
「
地
消
地
産
（
消
費
者
二
ー
ズ
に
基
づ
い
た
売
れ
る
商
品
を
地
域
で

生
産
す
る
こ
と
）
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
産
農
畜
産
物
の
加
工
に
よ
る

新
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
に
は
企
業
一
八
社
の
他
、

専
門
家
、
大
学
、
機
構
、
市
・
県
の
農
政
担
当
者
、
生
産
者
、
消
費

者
が
参
加
し
、
毎
月
の
定
例
会
は
八
月
で
七
八
回
を
数
え
る
。
担
当

は
和
田
治
子
教
授
と
人
見
哲
子
講
師
。

　
定
例
会
に
は
会
員
企
業
か
ら
の
試
作
品
が
持
ち
込
ま
れ
、
美
作
大

学
食
物
学
科
の
学
生
も
加
わ
り
官
能
試
験
を
行
う
ほ
か
、
ど
う
し
た

ら
売
れ
る
か
、
美
昧
し
く
な
る
か
に
つ
い
て
各
方
面
か
ら
の
多
角
的
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設
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
開
発
企
業
に
与
え
る
こ
と
で
商
品
化
を
バ
ッ
ク
ア

施
ツ
プ
し
て
い
る
。

連関
　
　
ま
た
、
先
生
と
企
業
と
の
共
同
研
究
や
学
生
に
よ
る
卒
業
研
究
で

援　
　
の
商
品
開
発
な
ど
、
産
学
連
携
が
進
め
や
す
い
の
も
食
品
と
い
う
身

支生
近
な
テ
ー
マ
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。

孝
　
　
「
美
作
大
学
一
年
生
談
”
商
品
開
発
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
企

集
業
の
大
変
さ
、
真
剣
さ
、
ま
た
、
行
政
の
方
や
消
費
者
の
方
な
ど
の

特　
良
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

2006新製品コンテスト犬賞の「ジャージー乳
レアチーズ・豆乳デザート」

し
た
」

　
こ
れ
ま
で
地
場
で
の
販
売
が
主
だ
っ
た
開
発
商
品
を
全
国
へ
拡
販

し
よ
う
と
、
去
る
二
月
一
四
～
一
七
日
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
開

催
さ
れ
た
国
内
最
大
の
展
示
商
談
会
「
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
」
へ
初
め
て
会
員
企
業
六
社
が
共
同
出
展
し
、
全
国

の
百
貨
店
・
通
販
等
の
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
を
行
っ
た
。

　
出
展
前
に
は
「
我
々
の
商
品
が
商
談
し
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
」

な
ど
不
安
だ
っ
た
が
、
会
員
企
業
（
株
）
佐
野
食
品
（
津
山
市
二
宮
）

にて（中央佐野社長、右から2人
．
、
会

　
後
）

継
受
著

の
「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
乳
・
レ
ア
チ
ー
ズ
・
豆
乳

デ
ザ
ー
ト
」
が
食
品
関
係
の
新
製
品
コ
ン
テ

ス
ト
（
出
品
数
約
五
〇
点
）
で
二
位
に
大
差

を
つ
け
見
事
大
賞
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
全

国
の
こ
だ
わ
り
商
品
が
集
ま
る
中
で
、
逆
に

我
々
の
商
品
力
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
関
係
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
ら

に
高
ま
っ
て
い
る
。

～
産
学
官
民
連
携
の
安
心
・
安
全
ブ
ラ
ン
ド

「
つ
や
ま
夢
み
の
り
」
を
全
国
へ
～

　
美
作
大
学
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
食
品
分
科
会

で
は
開
発
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

「
収
穫
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
地
場
の
農
産
物
を
利
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諾零塾i

　　鷲　1

っやま夢みのりロゴマ（

一ク　　　　　　　　、

用
し
た
商
品
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
「
夢
」
の
あ
る
商
品
開
発
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
『
つ
や
ま
夢
み
の
り
』
と
い
う
統
一

ロ
ゴ
を
作
成
し
、
す
べ
て
の
商
品
に
プ
リ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
こ
の
『
つ
や
ま
夢
み
の
り
』
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
つ
け
る
に
は
、
商

品
の
製
法
、
素
材
、
添
加
物
な
ど
の
情
報
を
公
開
し
、
審
査
基
準
を

も
と
に
認
証
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
商
品
の
レ
ベ
ル
向
上
と

参
加
者
の
意
識
統
一
を
図
っ
て
い
る
。

　
二
月
に
は
つ
や
ま
夢
み
の
り
W
e
b
「
霊
夏
≧
≦
譲
曳
g
日
o
日
ぎ
自
一
．

8
日
邑
を
開
設
、
開
発
商
品
の
販
売
と
と
も
に
、
個
々
の
商
品
や
各

社
の
開
発
に
か
け
る
思
い
な
ど
、
つ
や
ま
夢
み
の
り
を
全
国
に
発
信

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
秋
（
一
一
月
一
二
日
）
に
は
「
つ
や
ま
夢
み
の
り
秋
の
大

収
穫
祭
」
と
題
し
、
つ
や
ま
夢
み
の
り
を
地
域
の
方
々
に
P
R
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
初
開
催
す
る
予
定
。
い
ず
れ
は
津
山
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
認
知
さ
れ
る
よ
う
根
付
か
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　miporoロゴマーク

（
二
）
繊
維
分
科
会

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
（
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

使
い
や
す
い
も
の
づ
く

り
）
を
テ
ー
マ
に
、
企
業

三
社
の
他
、
大
学
、
機
構
、

介
護
施
設
の
介
護
士
が
参

加
し
、
新
商
品
開
発
を
行

っ
て
お
り
、
毎
月
の
定
例

会
は
八
月
で
七
六
回
を
数

え
る
。
担
当
は
小
山
京
子
講
師
。

　
当
初
は

ユニバーサルデザイン「ミフラー」

　
　
　
　
「
介
護
衣
料
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
介
護
す
る
側
さ
れ
る
側
」

両
方
に
使
い
や
す
い
衣
服
を
作
ろ
う
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
連

携
し
、
現
場
の
声
を
も
と
に
試
作
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
繰
り
返
し
た

結
果
「
介
護
用
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
（
ミ
ポ
ロ
）
」
を
商
品
化
し
た
。
こ
の
開

発
の
際
、
施
設
入
所
者
と
の
意
見
交
換
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
る
不
便
さ
な
ど
商
晶
化
に
つ
な
が
る

二
i
ズ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
平
成
一
四
年
度
よ
り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た

新
商
品
開
発
に
移
行
し
、
二
ー
ズ
調
査
を
元
に
し
た
年
齢
や
障
害
に
関

係
な
く
片
手
で
装
着
で
き
る
マ
フ
ラ
ー
（
ミ
フ
ラ
ー
）
を
商
品
化
、
す
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図　ミフラーの巻き方

　岡山国体採用
「ふくふくタオル」

②片方の穴からタ③タオルの端を穴
　オルの端をつま　　の外へ引き抜け

　みます　　　　　　ばできあがり

①首にかけます

で
に
五
万
本
以
上
を

販
売
し
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
っ
て
い
る
（
意

匠
登
録
済
）
。

　
ま
た
、
平
成
一
五

年
度
に
は
冷
え
性
対

策
商
品
と
し
て
ふ
く

ら
は
ぎ
ウ
ォ
ー
マ
ー

「
ミ
ー
テ
・
、
、
、
ー
テ
」

を
開
発
。
一
日
中
着

用
し
て
も
快
適
な
よ

う
に
、
締
め
付
け
ず

ズ
レ
落
ち
し
に
く
い

よ
う
に
設
計
、
肌
面

は
綿
素
材
、
空
気
を

た
く
さ
ん
含
む
パ
イ

ル
（
タ
オ
ル
と
同
じ

編
目
）
編
み
に
よ
り
、

保
温
性
を
高
め
る
な

ど
、
随
所
に
工
夫
を

施
し
て
い
る
。

　
平
成
一
六
年
度
に

は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
（
東
京
）
か
ら
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
T
シ
ャ
ツ
を
開
発
。
岡
山

の
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
シ
ー
ガ
ル
ズ
」
に
て
着
用
い
た
だ

い
て
い
る
Q

　
平
成
一
七
年
度
に
は
会
員
企
業
が
天
然
鉱
石
ブ
ラ
ッ
ク
シ
リ
カ
を

活
用
し
た
肌
着
等
を
開
発
。
血
流
促
進
効
果
を
持
つ
「
B
S
F
I
N

E
」
商
晶
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ミ
フ
ラ
ー
を
べ
ー
ス
に
開
発
し
た
「
ふ
く
ふ
く
タ
オ
ル
」

は
地
元
岡
山
国
体
で
も
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
片
手
で
簡
単
に
装
着
で

き
、
ず
れ
な
い
、
落
ち
な
い
タ
オ
ル
と
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

全
国
か
ら
引
き
合
い
が
来
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
開
発
商
品
の
拡
販
、
P
R
を
図
る
べ
く
、
各
地
の
展
示

会
に
出
展
し
て
お
り
、
今
年
度
も
国
際
福
祉
機
器
展
（
九
月
二
七
日

～
二
九
日
）
に
出
展
し
た
。

「
美
作
大
学
四
年
生
談
”
寝
た
き
り
の
方
の
介
護
用
ベ
ッ
ド
に
癒
し

と
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
カ
バ
ー
を
試
作
し
た
際
、
喜
ん
で
も
ら
え

て
う
れ
し
か
っ
た
」

「
美
作
大
学
四
年
生
談
“
国
際
福
祉
機
器
展
に
向
け
て
、
先
生
や
企

業
の
方
と
一
緒
に
商
品
開
発
が
で
き
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

（
三
）
建
築
分
科
会

建
築
分
野
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
商
品
研
究
開
発
を
目
的
と

50

し
、
地
場
素
材
の
利

用
や
機
能
的
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
高
付
加
価

値
住
宅
の
事
業
化
を

目
指
し
活
動
し
た

（
平
成
一
七
年
度
で
分

科
会
活
動
は
終
了
）
。

　
平
成
一
五
年
度
に

は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
キ
ッ
チ
ン
を

試
作
し
、
商
品
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
展
示

な
ど
を
行
い
、
福
祉

趨躍齪藁灘
平成18年9月の東京インターナショナルギフト
ショー

　
施
設
へ
の
試
験
導
入
を
行
っ
た
。

　
　
そ
の
ほ
か
、
お
し
ゃ
れ
で
温
か
み
の
あ
る
木
の
シ
ン
ク
や
流
し
台
、

設施
美
作
杉
の
み
で
作
っ
た
表
彰
状
や
住
宅
用
の
壁
材
、
床
材
と
し
て
開

離
発
し
た
軽
．
署
断
穆
に
優
れ
、
環
境
に
や
さ
し
い
木
質
発
泡
材

援
「
カ
ル
キ
チ
」
な
ど
特
徴
の
あ
る
商
品
を
開
発
し
て
い
る
。

支生学
（
四
）
生
活
科
学
分
科
会

築
　
　
杜
仲
茶
で
知
ら
れ
る
「
杜
仲
」
に
着
目
、
杜
仲
に
含
ま
れ
る
吸
着

特
性
の
あ
る
ゴ
ム
質
「
グ
ッ
タ
ペ
ル
カ
」
の
脂
肪
分
体
外
排
出
効
果
を

活
用
し
、
脂
質
量
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
く
、
冷
め
て
も
硬
く
な

り
に
く
い
肉
質
を
持
つ
「
杜
仲
地
鶏
」
を
開
発
し
た
。
現
在
、
こ
の

杜
仲
地
鶏
を
燥
製
に
加
工
し
た
も
の
を
商
品
化
し
、
百
貨
店
等
へ
拡

販
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
分
科
会
活
動
は
終
了
し
杜
仲
の
研
究
は
「
美
作
大
学
地
域

生
活
研
究
所
」
に
て
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
。
担
当
は
桑
守
正
範
助

教
授
。

三
　
今
後
の
取
組

　
参
加
す
る
産
学
官
民
の
そ
れ
ぞ
れ
に
利
益
を
も
た
ら
す
「
美
作
大

学
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
」
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
り
一
定
の
成
果
を

あ
げ
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
活
動
を
一
グ
ル
ー
プ
の
中
で
終
わ
ら
せ

る
の
で
な
く
、
地
域
全
体
の
活
動
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
市
内
に
立
地
す
る
美
作
大
学
、
津
山
高
専
を
中
心
に

県
外
や
県
内
の
大
学
な
ど
と
も
広
域
的
な
産
学
官
民
連
携
（
つ
や
ま

産
学
官
民
夢
プ
ラ
ザ
）
を
行
い
、
多
種
多
様
な
方
の
有
機
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
い
。
そ
し
て
、
地
域
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

（
ク
ラ
ス
タ
ー
は
ぶ
ど
う
の
房
の
意
、
転
じ
て
群
や
集
団
を
意
味
す
る

言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
）
と
し
て
根
付
か
せ
、
自
立
す
る
地
方
都

市
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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